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１ 学生の確保の見通し 

 

 １）学生の確保の見通し 

 

 （1）定員充足の見込み 

愛知県内においては、９大学（国公立３大学、私立６大学）が学士課程における看護師養成

に取組んでいるが、それらは名古屋市および尾張北東部を中心に所在しており、本学部の学生

確保および人材供給における主な対象地域として想定される「知多半島医療圏」および「西三

河南部西医療圏」では学士課程における看護師養成には取組まれていない（資料１）。同医療

圏に所在する公立高等学校（全日制普通科）の入学定員は6,520名を数え、愛知県全域の約21%

を占める（平成 25（2013）年度）。こうした地域において、高度化する医療現場に対応すべく、

新たに学士課程において看護師を養成することは地元自治体からの強い要望に応えるものであ

り、卒業後も同地域で従事することを目指す者にとって大変魅力的である（資料２）。 

「知多半島医療圏」および「西三河南部西医療圏」の平成 26（2014）年度における 18 歳推

計人口は 13,206 人であり、これに愛知県の大学（学部）進学率 52.8%、および全国の私立大学

の看護系学部への志願者割合 2.25%を乗ずると、同圏域の推計志願者数は 156 人となり、本学

部の入学定員 100名を上回る（資料３）。また、実習施設は同圏域内の医療機関を中心に確保し

ており（資料４）、可能な限り多くの学士課程教育を修了した人材を同地域に輩出することで

同圏域の恒常的な看護師需要に応えるべく、入学定員を 100名としている。 

なお、同圏域の最近 10年間（平成 15年→平成 25年）の人口動態をみると、いずれも増加傾

向にあり（知多半島：59万人→62万人、西三河南部西：64万人→68万人）、また、全国の私立

大学の看護系学部の志願者数は、最近３年間（2012年度入試→2014年度入試）において増加傾

向にあり（57千人→66千人）、地域および領域ともにポテンシャルが高い状況にある。 

また、既設の経済学部、国際福祉開発学部において定員を充足していないが、今回、経済学

部を含む既設学部からの定員振替による学部設置の計画としている。 

 

さらに以下の点からも、より一層の学生確保が見込まれ、安定的かつ長期的な学生確保を図

る取組につなげていく。 

①複数学部併設による相乗効果 

 本学部を設置する東海キャンパスは、看護学部とともに経済学部、国際福祉開発学部によ

り構成することから、同学部との連携により、医療・福祉マネジメント領域や国際保健・看

護領域を学ぶことができ、将来的な研究へのつながり、大学で学ぶことの意義を持つことと

なり、学士課程における看護師養成の特色がより明確となる。 

②交通の至便性 

 東海キャンパスは県内主要駅である「太田川駅」から徒歩６分に位置しており、「名鉄名

古屋駅」から電車で17分、中部国際空港（セントレア）への主要路線であることから本数も

多く、交通アクセスが非常に優れた場所である。そのため周辺地域に限らず、愛知県内全域、

主要鉄道網で直接結ばれる岐阜県南部の美濃地方、三重県北部の北勢地域なども通学圏とな

る（資料５）。 
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③本学付属高校（入学定員 300名）との一層の連携 

 看護学部への進学に必要となるカリキュラムの充実や独自の説明会などを開催することで、

高校在学時から看護に対する目的意識をしっかり持てるよう教育を行い、安定した目的意識

の高い志願者層の確保につなげる。 

 

 （2）定員充足の根拠となる調査結果の概要 

本学部に対する進学意向について、愛知県、岐阜県、三重県、静岡県、長野県に所在する高

等学校の中から 435 校を抽出し、調査票による定量調査（アンケート調査）を外部機関に委託

し、実施した（資料６）。 

 

対  象：愛知県、岐阜県、三重県、静岡県、長野県に所在する本学に進学実績を有

する高等学校から抽出した 435校において、本学部開設年度に進学対象

となる生徒を一校あたり 80人、各校任意で抽出し調査（435校に対し、

調査票 34,800枚を送付） 

実施期間：平成 25（2013）年 12月 11日（水）～同年 12月 25日（水） 

     平成 26（2014）年 4月 7日（月）～同年 4月 23日（水） 

回収状況：257校 18,740件（調査票回収率 53.9％） 

実施機関：丸善株式会社大学経営コンサルティング部 

 

①本学部への進学意向 

     本学部に「進学したい」と回答した人数は 217名で、入学定員 100名の２倍以上となる人数

が進学意向を示している。 

     愛知県において「進学したい」と回答した高校生数を地域（2 次医療圏）別にみると、尾張

北部（19 名）、名古屋（17 名）、西三河北部（16 名）、知多半島（13 名）があり、こうした地

域からの期待が大きいことが伺える。同時にこれらの地域は本学部の主な実習機関が所在す

る地域と、ほぼ合致しており、将来的な人材供給およびその定着にも大きく寄与できる可能

性を示している。さらには、愛知県だけをみても 101名と入学定員を上回る人数が「進学した

い」と回答しており、加えて三重県（19 名）、岐阜県（29 名）、静岡県（42 名）、長野県（26

名）の回答があり、幅広い地域からの期待があることが伺える。 

     なお、本調査の回答者の男女比をみると、男：女＝45：55 とほぼ均等になっており、女性

の進学意向が強い学部種別であることを鑑みると、客観性が高い調査内容であると考えられ

る。 

 

②本学部への興味・関心 

     本学部への興味・関心については、「非常に興味・関心がある」と回答した人数が 399 名と

全回答数の 2.1%が本学部に非常に高い興味・関心を示した。さらに「興味・関心がある」「や

や興味・関心がある」を加えると 3,222 名となり、全回答数の 17.2%が本学部に興味・関心が

あると答えている。 
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③進学したい分野 

本学に限定せず、進学したい分野について質問したところ、全体の 10.5%（1,967 人）が第

一希望に「看護学」を挙げ、その他を除く全 16分野の中では、「理学・工学」（14.1%）に次ぐ

人数となり、非常に高い志願率を示した。 

 

 （3）学生納付金の設定の考え方 

本学部の学生納付金（初年度納付金）は以下のように設定する。 

入学金 授業料 施設維持費 実習費 初年度納付金 

200,000 円 965,000 円 400,000 円 285,000 円 1,850,000円 

これは、以下の要因より設定した。 

 ①愛知県内の看護系学部・学科を有する私立大学の同学部・学科の学生納付金水準 

 ②本学健康科学部リハビリテーション学科理学療法学専攻および作業療法学専攻の 

  学生納付金額 

愛知県内で看護系学部・学科を有する私立大学は平成 26（2014）年 4 月時点で６大学あり、

当該学部・学科における平成 26（2014）年度学生納付金（初年度納付金）は下表のとおり

1,670千円～1,900千円で、その平均額は 1,779千円である。附属病院を有する大学は比較的低

めに設定されている傾向がみられる。 

Ａ大学 1,670,000円 Ｄ大学 1,700,000円 

Ｂ大学 1,700,000円 Ｅ大学 1,805,000円 

Ｃ大学 1,900,000円 Ｆ大学 1,900,000円 

平 均 1,779,167円   

また、同じ保健衛生学関係である本学健康科学部リハビリテーション学科理学療法学専攻お

よび作業療法学専攻の平成 26（2014）年度の学生納付金（初年度納付金）は以下のとおりであ

る。 

入学金 授業料 施設維持費 実習費 初年度納付金 

180,000 円 965,000 円 395,000 円 210,000 円 1,750,000円 

 

本学部は新設される東海キャンパスに設置すること、長期間の実習を伴うことなどから本学

既設学部より若干高めの設定で、さらに附属病院を有していないこともあり、県内平均よりも

若干高い設定である。しかし、その幅はいずれも小さく、県内同領域学部・学科の学費設定の

範囲内にあることから、県内他大学に対する競争力を保持するとともに、学内の既存学部・学

科との整合性にも鑑みた設定としている。 
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 ２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

 

オープンキャンパスおよび進学相談会の開催、独自パンフレットの作成、各種広告の実施・

展開はもとより、教職員による高校訪問、高校教員への独自の説明会、高校を訪問して高校生

に対し行う「模擬授業」「訪問ガイダンス」などを積極的に開催し、本学部の特色、養成人材

像、教育環境などを適切に説明・訴求していく予定である。 

特に進学相談会は愛知県内に限らず、本学に多くの進学実績がある中部８県（愛知県、岐阜

県、三重県、静岡県、長野県、石川県、富山県、福井県）で実施する予定としており、より広

範囲な取組を行うことで、一層の学生確保に取り組む。本学は、すべての都道府県出身の学生

が在籍しており、同じくすべての都道府県に卒業生による地域同窓会の組織がある「全国型の

大学」の伝統を有しており、そうした背景を生かした学生確保の取組を進めていく。さらには

豊橋市（愛知県）、松本市（長野県）、富山市（富山県）などの地域に事務所を有しており、当

該地域における広報展開を支援するとともに、高校生・保護者に対して、より細やかな対応を

行うことを可能としている。 

本学部に対する進学意向について行った調査結果では、本学部に「進学したい」と回答した

高校生が三重県で 19 名、岐阜県で 29 名、静岡県で 42 名、長野県でも 26 名の回答があり、幅

広い地域からの期待があることが伺える（愛知県は 101名）。こうした地域の高い需要に対する

積極的な対応・取組を行うことで、安定した学生の確保に努める。 

 

さらには、以下の点からも、より一層の学生確保が見込まれる。 

①修学資金制度の充実 

 地元自治体および当該地域の医療機関などと連携して、修学資金制度の充実を図ることな

どで、より進学しやすい就学環境の整備・充実に努める。 

②「ふくしの総合大学」としての特色を活かした取組 

 本学には同じ保健衛生学関係の健康科学部リハビリテーション学科理学療法学専攻および

作業療法学専攻があり、それ以外にも社会福祉、介護、心理臨床、保育、初等教育など様々

な領域の研究・教育を行っている。それらと連携した広報活動・取組を行うことで、「ふく

しの総合大学」としての特色を活かした取組を展開する。 
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２ 人材需要の動向等社会の要請 

 

１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

 

 （1）養成人材像 

医療現場は年々高度化し、複雑化している。入院期間の短縮が進み、病院では急性期の患者

が中心となり、十分に回復しないまま、施設や在宅での生活を余儀なくされている。そのよう

な現状の中でも、看護の対象となる人々が、その人らしさを保ち、生活の場に即した適切な看

護が受けられることが重要である。 

そのため本学部では、高いコミュニケーション能力をもち、基礎的な看護実践能力をそなえ

た確実な実践ができる看護職の養成をめざす。具体的には、本学の教育標語である「万人の福

祉のために、真実と慈愛と献身」を体現できる人材の養成をめざし、日本福祉大学スタンダー

ドを基本とした４つの視点をもとに、学生ひとりひとりが、自ら学び、考え、問う力を育み、

人々に関心を抱き理解を深める感性を涵養し、個別性に対応できる看護の実践能力を備え、地

域社会の保健・医療・福祉に対して真摯に対応できる看護専門職を育成する。 

 

 （2）設置の趣旨 

国民の生活・健康ニーズの多様化を背景に、地域を基礎単位とする医療を取り巻く環境が著

しく変化してきている中、医療の高度化や包括的なチームケアが進み、一方では医療専門人材

の不足が重大な問題となっている。とりわけ、諸地域における看護人材の確保と看護教育の高

度化は国策課題となっており、看護専門職としての知識と技術のみならず、適切な判断力を備

えた確実な看護実践能力と基礎教養を兼ね備えた人材の養成が求められている。 

本学がリハビリテーション、介護領域に留まらず、医療従事者の中で大多数を占める「看護」

領域に踏み出すことは、上記の社会的要請課題に応えるとともに、医療と福祉の連携・統合実

現を標榜する「ふくしの総合大学」としてのミッションをより強固に打ち出すものとなる。ま

た、知多半島地域および西三河南部西地域における唯一の学士課程による看護職の養成を行う

ことは、同地域の看護人材需要に応えるものである。 
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２）当該地域および周辺地域の状況 

 

愛知県内にはすでに９大学が学士課程における看護師養成に取組んでいるが、本学部の主な

実習施設が所在し、当看護学部の人材供給における主な対象地域として想定される「知多半島

医療圏」および「尾張西部医療圏」「海部医療圏」では学士課程における看護師養成に取組まれ

ていない。「知多半島医療圏」および「尾張西部医療圏」「海部医療圏」は、圏域人口 1,464,219

人と愛知県全域の約 19.7%を占めており、49 病院、一般病床数 6,519 床（愛知県全域の約 16.2%）

を有する地域である（資料１、資料７）。質の高い看護師教育の推進が望まれる中、こうした地

域で入学定員 100名を想定する看護師養成を行う学部が設置されることへの期待は非常に高いこ

とが見込まれる。 

 

 

  ３）「日本福祉大学看護学部（仮称）設置計画に係る調査」結果の概要 

 

愛知県に所在する 319 病院の看護職員採用担当者に対し、本学独自に「日本福祉大学看護学

部（仮称）設置計画に係る調査」を実施した（資料８）。 

 

対  象：愛知県に所在する 319病院（大学付属病院を除く、20 床以上） 

実施期間：平成 25年 12月 24日(火)～平成 26年１月 24日（金） 

回収状況：125病院（回収率 39.2％） 

実施機関：日本福祉大学看護学部設置準備室 

 

（1）看護職員の充足状況について 

回答があった 125病院のうち、看護職員が「充足している」「ある程度充足している」と

回答した病院は全体の 24.8％（31病院）であったことに対し、「不足している」「やや不足

している」と回答した病院は 66.4％（83病院）にのぼっており、愛知県内の看護師の需給

バランスは供給不足の状況であるといえる。さらに「不足している」「やや不足している」

と回答した病院の割合を２次医療圏別にみると、尾張西部医療圏を除く全ての２次医療圏

において 50％を超えている。なお、同様の回答を病床数の規模別にみると、100 床以下で

68.4％、101～300 床で 64.8％、301 床以上で 66.7％が「不足している」「やや不足してい

る」と回答しており、病床数規模による大きな差異は見受けられなかった。 

また、学士課程による看護師養成に取り組む学校がない２次医療圏においては、採用者

に占める四年制大学卒業者の割合が他の医療圏に比べ低くなっている。特に、本学が立地

する知多半島医療圏においては、その比率が 3.4％（88 人中 3 人）と全体平均の 12.7％を

大きく下回っており、当該地域における医療の高度化に資する人材供給が不足しているこ

とが推測される。 

 

（2）本学看護学部の設置について 

回答を得た 125 病院のうち、76 病院（60.8％）が本学部の設置について「必要性を感じ
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る」と回答し、これに「やや必要性を感じる」と回答した病院を加えると、96 病院

（76.8％）が本学部設置に関して必要性を感じているという結果となった。 

なお、本学部設置の必要性に対する理由を求めた自由記述において、「県内の看護師不

足が今後も見込まれる」「地域完結型の医療を行うには、充足していない」といった看護

職員の供給不足解消への期待が述べられているものや、「福祉に理解のある質の高い看護

師を確保するため」などといった本学における看護職員養成に対する期待、「看護師養成

には大学教育が必要」などといった学士課程における看護職員養成への期待が寄せられた。 

 

（3）本学卒業生の採用意向について 

日本福祉大学看護学部（仮称）の卒業生に対する採用意向については、回答を得た 123

病院のうち、半数を超える 64病院が「採用を希望する」と回答した。これに「採用を検討

する」の回答を加えると、104 病院（全体の 83.2％）が採用意向を有しているという結果

となった。同様に採用人数については、少なくとも 252 人の採用意向があることが示され

（選択肢の最小値を集計した場合）、これは本学部の入学定員（100 名）を大きく上回る数

値であり、本学卒業生に対する高い採用意向があることが推測される（なお、選択肢の最

大値にて集計した場合は 403人であった）。 

また、本学部が立地する知多半島医療圏においては、回答を得た 11 病院のうち、10 病

院で 39～59 人の卒業生の採用意向が示されており、本調査における同医療圏の平成 25

（2013）年度の看護職員採用人数が 88人（うち学士課程卒業者３人）であることを勘案す

ると、同医療圏からの本学部卒業生の採用意向は極めて高いことがわかる。 

なお、本学部への意見・要望について自由記述にて回答を求めたところ、「コミュニ

ケーション能力がある人に育ててほしい」といった本学部の養成人材像に沿う形の人材を

求める意見や、「学内における就職説明会の開催」、「学生の病院説明会への参加促進」な

どといった要望が寄せられている。 
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尾張中部医療圏
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東三河南部医療圏

尾張西部医療圏

海部医療圏

備　考：赤印は申請学部の所在地、黒印は4年制大学（看護師学校）の所在地を示す

 ＜凡例＞ 
　　　　　　　 11人以上  
      　　　　　1人 10人 
　　  　　　　　0人

西三河南部西医療圏
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19人

２人

13人
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10人

１人

17人
16人

愛知県：101人 
岐阜県： 29人 
三重県： 19人 
静岡県： 42人 
長野県： 26人

東三河北部医療圏

西三河南部東医療圏

西三河北部医療圏

知多半島医療圏
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名古屋駅から17分！
「太田川」駅前看護学部

看護学科 Faculty of Nursing

2015年4月、東海キャンパスに開設！

仮称／設置構想中
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ふくしの総合大学で、
社会が求める看護職に。
■ 看護実践能力の養成を最重視
看護学部がもっとも重視するのは、確かな看護実践能力を身につけることです。
このため、じっくりと考えながら学べるシンプルなカリキュラムを導入します。

■ 多職種連携ができる専門職に
医療・精神保健分野のソーシャルワーク、理学療法や作業療法、介護、
医療福祉経営などが学べる本学の特色を生かし、他の専門職と連携できる
看護職を育てます。

■ ふくしを考える看護職を養成
「ふくしの総合大学」に開設される看護学部ならではの教育を行い、どのような
健康状態にある人に対しても、その人らしい生活を支援できる力を養います。

知多半島初の
“4年制”看護学部スタート。
■ 地域連携で実習施設が充実
知多半島には、地域のニーズに応えて先進医療を提供する大規模な総合病院が多く
存在します。これら地域医療機関との連携により、充実した実習教育を行います。

■ 地域医療機関に就職支援
知多半島エリアで最初の4年制看護学部として誕生します。この地域でも確かな
実践能力や研究能力を備えた人材が切望されており、卒業後の就職先も期待できます。

■ 通学便利な東海キャンパス
名鉄常滑線・河和線「太田川」駅から徒歩5分。名古屋・知多半島エリアからはもちろん、
岐阜・三重・三河方面からも通学でき、実習病院への移動もスムーズです。

日本福祉大学 看護学部（仮称）
平成27年4月設置構想中

日本福祉大学　看護学部設置準備室

●設置予定地 ： 愛知県東海市大田町川南新田

●最寄駅 ： 名鉄「太田川駅」

■学部・学科の構成
学部・学科の名称

看護学部 看護学科（仮称）

入学定員

100名（予定）

収容定員

400名（予定）

地域社会の保健・医療・福祉に対して確実な実践能力を持った
看護専門職を育成します。

■養成する看護師像

■その他の特色

病院・診療所等の医療機関
保健所、保健センター等の行政保健機関　等
訪問看護ステーション、在宅サービス等の在宅ケア機関
介護老人保健施設等の介護保険施設　等
企業等の各種事業所における産業保健分野　等

■将来の職場

取得可能な資格
看護師国家試験受験資格
保健師国家試験受験資格

●実習
　　 －愛知県内のさまざまな病院で経験を積む－

　実習先は、愛知県内の主要な病院を想定しています。
　地域に根ざした主要な役割を果たす病院で学びます。　

●学納金について

　〈日本福祉大学 看護学部 看護学科（仮称） 初年度学納金〉
 （想定） 1,800,000円

　〈愛知県内同分野の学部・学科の平均初年度学納金〉
 （県内６大学平均） 1,799,167円
 【椙山女子学園大学 看護学部】 1,900,000円
 【日本赤十字豊田看護大学 看護学部】 1,900,000円

●奨学金制度

　本学独自の奨学金制度が充実。
　医療機関等における看護学生奨学金制度も加え、
　学びたい気持ちを経済的な面からサポートして
　いきます。

名鉄「名古屋駅」 名鉄「太田川駅」約17分
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＊学部・学科の内容、定員等は現時点での計画であり変更することがあります。
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２次医療圏に係る参考資料
表1－2 ２次医療圏別医療資源等

医 療 圏 人 口
人

面 積
k㎡
病院数
   施設

   病 床 数 床 一般 
診療所
  施設

歯科 
診療所
施設一 般 療 養 精 神 結 核 感染症

名 古 屋 2,266,851 326.43 133 
(0.6) 

16,605 
(73.3) 

4,019 
(17.7) 

4,610 
(20.3) 

121 
(0.5) 

 12 
(0.1) 

2,032 
(9.0) 

1,440 
(6.4) 

海 部 330,337 208.44 11 
(0.3) 

1,225 
(37.1) 

682 
(20.6) 

486 
(14.7) 

0 
(-) 

6 
(0.2)

205 
(6.2) 

139 
(4.2) 

尾 張 中 部 163,146 41.88 5 
(0.3) 

286 
(17.5) 

438 
(26.8) 

0 
(-) 

0 
(-) 

0 
(-) 

89 
(5.5) 

74 
(4.5) 

尾 張 東 部 465,838 230.29 18 
(0.4) 

3,793 
(81.4) 

781 
(16.8) 

1,274 
(27.3) 

44 
(0.9) 

  6 
(0.1) 

306 
(6.6) 

221 
(4.7) 

尾 張 西 部 515,696 193.21 19 
(0.4) 

2,642 
(51.2) 

588 
(11.4) 

960 
(18.6) 

18 
(0.3) 

  6 
(0.1) 

325 
(6.3) 

225 
(4.4) 

尾 張 北 部 731,433 295.92 23 
(0.3) 

3,399 
(46.5) 

1,174 
(16.1) 

1,154 
(15.8) 

0 
(-) 

  6 
(0.1) 

466 
(6.4) 

339 
(4.6) 

知 多 半 島 618,186 391.18 19 
(0.3) 

2,652 
(42.9) 

398 
(6.4) 

974 
(15.8) 

0 
(-) 

  6 
(0.1) 

369 
(6.0) 

254 
(4.1) 

西三河北部 482,442 950.58 18 
(0.4) 

1,938 
(40.2) 

547 
(11.3) 

729 
(15.1) 

0 
(-) 

  6 
(0.1) 

255 
(5.3) 

183 
(3.8) 

西三河南部東 413,009 444.02 16 
(0.4) 

1,399 
(33.9) 

903 
(21.9) 

784 
(19.0) 

50 
(1.2) 

  6 
(0.1) 

256 
(6.2) 

175 
(4.2) 

西三河南部西 678,843 362.02 22 
(0.3) 

2,788 
(41.1) 

1,434 
(21.1) 

417 
(6.1) 

0 
(-) 

  0 
(-) 

377 
(5.6) 

290 
(4.3) 

東三河北部 58,921 1,052.27 6 
(1.0) 

305 
(51.8) 

168 
(28.5) 

0 
(-) 

0 
(-) 

0 
(-) 

52 
(8.8) 

29 
(4.9) 

東三河南部 701,250 667.76 35 
(0.5) 

3,233 
(46.1) 

2,732 
(39.0) 

1,607 
(22.9) 

23 
(0.3) 

 10 
(0.1) 

454 
(6.5) 

338 
(4.8) 

計 7,425,952 5,165.14 325 
(0.4) 

40,265 
(54.2) 

13,864 
(18.7) 

12,995 
(17.5) 

256 
(0.3) 

64 
(0.1) 

5,186 
(7.0) 

3,707 
(5.0) 

注１： （ ）は人口万対比の数値 
注２：人口は平成24年10月1日現在（「あいちの人口」愛知県県民生活部） 
注３：面積は平成24年10月1日現在（「平成24年全国都道府県市区町村別面積調」国土交通省国土地理院） 
  ただし、所属未定地は各医療圏値に含んでいないため、各医療圏値の合計は計と一致しない。 

注４：病院、病床数、一般診療所、歯科診療所については平成24年10月1日現在（「病院名簿」愛知県健康福祉部） 
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